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名古屋市
豊明市

東海市
大府市

知多市 東浦町

阿久比町

常滑市
半田市

武豊町

美浜町

南知多町
日間賀島

篠島

名古屋市
豊明市

東海市
大府市

知多市 東浦町

阿久比町

常滑市
半田市

武豊町

美浜町

南知多町
日間賀島

篠島

30 宝珠山医王寺

31 宝珠山利生院

32 宝珠山宝乗院
上陸大師像

33 宝珠山北室院

34 宝珠山性慶院

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
も
う
十
一

月
。
寒
い
日
が
増
え
ま
し
た
。
く
れ
ぐ

れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
知
多
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
三
十
番
か
ら
ス
タ
ー
ト

で
す
。

★
七
日
間
の
護
摩
修
法

   

二
十
九
番
を
出
て
集
落
の
中
を
南
へ
。

馬
道
交
差
点
か
ら
県
道
七
号
線
に
出
て

さ
ら
に
南
下
し
、
大
井
西
交
差
点
を
左

折
。
ま
も
な
く
大
井
漁
港
に
出
ま
す
。
大

井
の
集
落
に
は
三
十
番
か
ら
三
十
四
番

の
札
所
が
密
集
し
て
い
ま
す
。
二
十
九

番
か
ら
三
十
番
、
宝
珠
山
医
王
寺
ま
で

は
約
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

   

七
二
五
年
、
行
基
菩
薩
が
草
庵
を
結

び
、
八
一
四
年
に
は
三
河
か
ら
船
で
こ

の
地
に
上
陸
し
た
お
大
師
様
が
当
寺
に

参
篭
。
七
日
間
の
護
摩
修
法
を
行
い
、
開

山
。

   

往
時
は
七
堂
伽
藍
十
二
坊
を
擁
し
、
そ

の
う
ち
四
つ
の
塔
頭
（
た
っ
ち
ゅ
う
）

寺
院
が
隣
接
し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い

ま
す
。

   

知
多
四
国
霊
場
三
開
山
の
ひ
と
り
、
武

田
安
兵
衛
行
者
の
墓
も
あ
り
ま
す
。

ご
本
尊  

薬
師
如
来

ご
詠
歌　

大
井
潟 

救
世
の
舟
に
棹
さ

　

し
て 

渡
る
も
嬉
し 

法
の
医
王
寺

★
赤
門
寺

   
三
十
番
に
隣
接
す
る
三
十
一
番
、
宝

珠
山
利
生
院
。
医
王
寺
の
塔
頭
寺
院
の

ひ
と
つ
、
東
光
庵
と
し
て
開
創
さ
れ
ま

し
た
。

   

丹
塗
り
の
門
の
た
め
、
通
称
「
赤
門

寺
」
。
毎
年
一
月
二
十
八
日
の
初
不
動

で
は
息
災
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
小

さ
な
木
札
の
「
弘
法
さ
ま
の
一
年
守
り
」

は
ご
利
益
が
あ
る
と
し
て
人
気
で
す
。

ご
本
尊  

不
動
明
王

ご
詠
歌  

阿
字
の
原 

絶
な
く
八
つ
の

　

風
吹
け
ど 

利
生
の
ち
か
ひ 

不
動

　

盤
石

★
金
毘
羅
大
権
現
護
摩
供

   

三
十
一
番
に
隣
接
す
る
の
が
三
十
二

番
、
宝
珠
山
宝
乗
院
。
や
は
り
医
王
寺

の
塔
頭
寺
院
、
宝
泉
坊
が
基
と
な
っ
て

い
ま
す
。

   

旧
暦
十
月
十
日
の
金
毘
羅
大
権
現
護

摩
供
の
縁
日
は
二
百
年
以
上
続
い
て
い

る
そ
う
で
す
。
金
毘
羅
大
権
現
は
海
の

守
り
神
で
あ
り
、
古
く
か
ら
漁
師
の
篤

い
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
本
尊  

十
一
面
観
世
音
菩
薩

ご
詠
歌  

宝
珠
の
峯
に 

た
な
び
く

　

白
雲
は 

我
が
身
を
の
せ
て 

花

　

の
浄
土
へ

★
明
星
井

   

や
は
り
三
十
二
番
に
隣
接
す
る
三
十

三
番
、
宝
珠
山
北
室
院
。
同
じ
く
塔
頭

寺
院
、
浄
光
坊
と
し
て
開
創
し
ま
し
た
。

   

山
門
左
手
に
あ
る
の
が
お
大
師
様
縁

の
「
明
星
井
」
。
江
戸
時
代
に
刊
行
さ

れ
た
「
尾
張
名
所
図
会
」
に
も
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

   

当
院
は
、
聖
崎
の
「
上
陸
大
師
」
の

納
経
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
本
尊  

聖
観
世
音
菩
薩

ご
詠
歌  

東
西
南
と 

心
迷
へ
ど 

詣

　

る
浄
土
は 

北
室
の
寺

★
福
寿
稲
荷
大
明
神

   

さ
ら
に
三
十
三
番
に
隣
接
す
る
三

十
四
番
、
宝
珠
山
性
慶
院
。
塔
頭
寺

院
・
円
蔵
坊
と
し
て
開
創
さ
れ
ま
し

た
。

   

本
堂
左
手
に
は
福
寿
稲
荷
大
明
神
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
堂
の
前
に
は
左
右

三
体
ず
つ
の
「
お
き
つ
ね
さ
ま
」
。
賭

け
事
に
ご
利
益
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
、
参

拝
者
が
「
お
き
つ
ね
さ
ま
」
の
石
片
を

持
ち
帰
る
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
欠
け

て
い
ま
す
。

ご
本
尊  

青
面
金
剛

ご
詠
歌  

来
て
み
れ
ば 

性
慶
院
に

　

花
飾
り  

菩
提
の
種
を 

結
ぶ
う

　

れ
し
さ

★
上
陸
大
師

   

八
一
四
年
、
お
大
師
様
が
三
河
か
ら

船
で
渡
っ
て
来
て
上
陸
し
た
の
が
当
地
。

聖
崎
と
い
う
地
名
も
そ
の
史
実
に
由
来

し
ま
す
。
港
の
沖
の
岩
礁
に
は
上
陸
大

師
の
像
が
立
っ
て
い
ま
す
。

★
師
崎
・
日
間
賀
島
・
篠
島

   

来
月
は
上
陸
大
師
を

横
目
に
さ
ら
に
南
下
。

い
よ
い
よ
師
崎
で
す
。

船
に
乗
っ
て
日
間
賀
島
、

篠
島
に
渡
り
ま
す
。
乞

ご
期
待
。

知多四国八十八ケ所霊場Map


